
令和６年度 牧之原市総合教育会議 

日時 令和７年２月 26 日（水） 

午前９時～午前 11 時 

会場 牧之原市役所 相良庁舎 ４階大会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 市長挨拶 

 

 

３ 協議事項 

（１）不登校の現状と課題について 

 

 

（２）時代に対応した教育の充実に向けて（ＡＩの活用） 

 

 

４ 報告事項 

 ・制服について 

 

５ 連絡事項等 

 

 

６ 閉 会 

 

 

＜配布資料＞ 

 【資料１】牧之原市における不登校児童生徒の現状と課題について 

 【資料２】時代に対応した教育の充実に向けて（ＡＩの活用） 

 【資料３】制服について 



令和７年２月26日（水）

牧之原市における
不登校児童生徒の
現状と課題について
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まず、「不登校」と聞いて
どんなイメージをもちますか？



市内不登校の子どもたちの実態

①まったく学校へ登校できない子

〇小学生Ａさんの場合

・小学２年から不登校。
・家庭では、昼夜逆転の生活。
・週末には外出し、友達と遊
ぶ。

◆学校の対応

・保護者へ電話連絡をする。
・来校時にお便りやプリント
等を渡す。
・家庭訪問を行い、本人と
会って繋がりを無くさない
ようにする。
・福祉相談課へ繋げる。



不登校の子どもたちの実態

②放課後に学校へ登校する子

〇中学生Bさんの場合

・中学２年から休みがちになった。
・部活動の友人関係でのトラブル。
・学級でのトラブル。
・所属校内の別室で学習をしてから部活
動に参加。
・部活動では頑張って活動している。

◆学校の対応
・部活動のトラブルは顧問が対処
する。
・学級でのトラブルは担任が指導
をする。
・不安な気持ち、教室に入れない
気持ちに寄り添う。
・授業についていけないことを、
友達に知られるのが怖い。まずは
別室で学習を促す。



不登校の子どもたちの実態
③オンラインのフリースクールで学習している子

〇小学生Cさんの場合

・漠然とした不安から教室に入ることがで
きなくなり、保健室登校となる。
・「登校班で行くのがこわい」「人に見ら
たくない」ことから徐々に学校を欠席。
・不登校専門のオンライン教材「すらら」
に取り組む。
・月に１回、保護者と一緒に担任や養教と
面談。

◆学校の対応
・スクールカウンセラーとの
教育相談を実施。
・医療ともつながる。
・保護者と本児と定期的に面
談を、学習履歴をもとに価値
付けを行う。



別室登校
（心の相談室）

学校・教室

フリー
スクール
（民間）

牧之原市 不登校支援のイメージ
公的教育機関と民間施設等の連携推進

フルールでやってみる

教育支援センター
（市）

不登校の子どもたちの居場所づくり（受け皿）を増やしていく

学校に行きたく
ないなぁ～



昨年度末調査

複雑な要因が関係している

学校がその子の主訴をどのように考えているか？

注）不登校が心配される児童生徒含む人数。

〇小中学校ともに不安が多い。
〇中学校では無気力・その他の理
由が多い

〇中学は小学校に比べ、倍近く多い。

不登校理由 小 中

不安 19 38

学業不振 4 5

家庭 8 5

友達関係 3 2

転入 1

無気力 7 15

あそび・非行傾向

その他 1 16

病気

合計数 42 82



学校はどのようにその子に向き合うか？

★ケース会議
・学校内でのチーム体制の構築
・児童生徒への支援検討

・児童生徒へのカウンセリング
・カウンセリングに関する教職員及び
保護者に対する助言・援助

★ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ

★福祉相談課
・問題を抱える児童生徒が置かれた環境への働きかけ
・関係機関等へのネットワークの構築・連携及び調整

・家庭へのサポート、生活改善・支援等
（食料支援・こども第３の居場所・・等）

それぞれの立場、機関で連携して助ける。

★スクール・
ソーシャルワーカー



児童生徒一人一人に応じた多様な学びの考え方

児童生徒が不登校になった場合でも、小・中学校等を通じて、学びたいと思った際に多様な学びにつながることができるよう、不登校児童生徒の
個々のニーズに応じた受け皿を整備することが必要

〇家から出ることができない児童生徒

〇家から出ることができるが、学校に行くことができない児童生徒

〇学校に行くことができるが、自分のクラスに入りづらい児童生徒

校内教育支援（心の相談室・ほっとルーム）
・学校内の空き教室等を活用し、児童生徒のペースに合わせて相談に乗ってくれたり、学習のサポート受ける。
・学校には行けるが自分のクラスに入りづらい時や、気持ちを落ち着かせてリラックスしたい時に利用するなど、緩やかに
学校復帰や在籍学級に復帰する場として活用できる。

教育支援センター「フルール」
・教育委員会が開設しており、相談員とともに個別の学習に取り組む。また、在籍校と連携して学校行事の共有や児童生
徒の学習状況を共有し、相互から支援を行う。
民間団体（フリースクール）等
・在籍校や教育委員会と連携しながら、学習や体験活動等に取り組む。
市内福祉サービス等
・「子ども第３の居場所」、「放課後等デイサービス」、「家庭児童相談」への接続。

しずおかバーチャルスクール等
・県が運営する仮想空間メタバース内「しずおかバーチャルスクール」にオンラインでの交流・授業配信等を自宅でうける。

アウトリーチ支援
・学校とつながっていない不登校児童生徒及びその保護者に対して、在籍校からオンラインでの授業配信やチャット等で
のやりとりを行う。また公的な福祉サービスと連携し、定期的に訪問を行う。



学校へ行くことができるが

教室へ入れない子供たちへの居場所づくり

市内小中学校の取組

学校・教室



心の相談室（ほっとルーム）

教室に入ることのできない～こどもの居場所づくりの工夫～

相良中学校

地頭方小学校

校内支援教室の役割

榛原中学校

自分にあったプリントに取り組む。
オンラインで授業に参加する。



学校へ行くことができない子供たちへの学校以外の居場所づくり

牧之原市教育支援センター

「フルール」について



「フルール」…居場所…何してても？
いいや！自分のためにも集団の安心のためにも

自分を律することは大切！



学習活動・各種行事イベント

◇学習支援
・個別対応

◇各種行事への取組

・学校のテスト・プリント

をフルールで行う

・運動会、クリスマス会

・書き初め会、新年会



現状の課題

対応するスタッフの人数

受け入れる場所

サテライト相良校の運営

人手不足

多人数への対応

サテライト校の周知



牧之原市内で連携する

民間フリースクールについて

学校へ行くことができない子供たちへの居場所づくり



みいちゃん家

月10回
火・木・金
12000円

市内で連携するフリースクールについて

活動内容を所属校
に月１回送付。

市内小中学生４名
が在籍



市内で連携するフリースクールについて

月に１回の子ども食堂、
季節によってイベントを

開催。

大人向けのカウンセリング
も行っている。

凛・百花春

１回利用するのに、
500円



学校へ行くことができない子供たちへの居場所づくり

県での取組

しずおかバーチャルスクールについて



しずおかバーチャルスクール

試行期間 令和７年１月６日から令和７年３月14日まで（本格始動は令和７年度から）

対象
県内に在住する義務教育段階の児童生徒。
在籍する小中学校及び支援センターやフリースクールへ継続的に通っ
ていない児童生徒のうち、オンラインでの学習を希望する者。

不登校や病気等で長期欠席している児童生徒が、ICTを活用したオンラインでの交流・
学習・体験を通して、学ぶ喜びや人とのつながりを実感し、社会的自立を目指す。



学校とフリースクールとの連携

保護者には金銭的な負担が生じる

来年度、フルール・SSW・SCと
市内フリースクール関係者との協議会を計画



こども第３の居場所・・等

別室登校
（心の相談室）

学校・教室

フリー
スクール
（民間）

牧之原市 不登校支援のイメージ
公的教育機関（フルール・心の相談室）と民間施設等の連携推進

フルールでやってみる

教育支援センター
（市）

どこにもつながらない児童生徒を限りなく減らしたい

（県） しずおかバーチャルスクール 心の相談員
スクールカウンセラー
スクールソーシャルワーカー
福祉相談課 等



様々な立場の大人が

地域の“宝”である子どもたちを

温かく見守り、困っている子を支えていく

魅力ある牧之原市へ
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このような声が多数あったので
「通学服としての制服は必要」と結論付けました。

「制服のあり方検討委員会」で話し合われたことを報告します

児童や生徒の声

① 「毎日服を選ばなくていい」など、朝の準備時間が短縮さ
れる点を挙げる児童生徒が多くいました。

② 「服装による差が生まれない」など、平等性や仲間意識の高
まりを挙げる児童生徒が多くいました。

③ 「中学生らしく見える」など、学生のアイデンティティを強
調する役割を果たしている点を挙げる児童生徒が多くいました。

① １着あたりの費用が高いため、特に成長に伴う買い替えが、経済的な負担
となっていることを心配する声がありました。

② 時代の変化に伴う多様な価値観に対する配慮がしにくい点を心配する声
がありました。

③ 気温に応じた調整がしにくいこと、動きづらいこと、洗濯や手入れの手間が

かかることなど、調整や管理が大変であるという声がありました。

事前調査から見える みんなが感じてるよさ

保護者や地域の声

① 「毎日の服装に悩まなくて済む」など、服装選びの手間が省ける点を挙
げる方が多くいました。

② 「毎日の私服にかかる費用を抑えられる」など、経済的負担が軽減される
点を挙げる方が多くいました。

③ 「中学生としての自覚が持てる」など、進学時の意識を高める効果があ
る点を挙げる方が多くいました。

教職員の声

①私服の場合、毎日の服装を考える負担や逆に経済的な負担につ
ながる点を挙げる先生方が多くいました。

②制服は生徒に規律を教え、学校内での統一感を生み出す効果ある
点を挙げる先生方が多くいました。

③服装に気を取れないので、授業に集中できる環境につながっている点
を挙げる先生方が多くいました。

一方で、こんな声もありました

検討委員会では、みなさんの声を大切にして、制服（通学服）のコンセプトを話し合いました【裏面】

案
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■ワークショップ

児童生徒のみなさんへ
➢ 「判断力」や「社会性」を自分たちで高められるよう、児童会や生徒会を中心に、
ルールの意味を考え、見直したり、場合によっては作ったりしてほしいです。

➢ 新しい制服のデザインには、みんなのアイデアを取り入れて決めていきます。

■アンケート調査

新しい制服（通学服）は、「学校」という集団生活を通して、

「判断力」や「社会性」を育めるような制服にします

事前調査に御協力いただいた人数等

【お問い合わせ】
牧之原市教育委員会学校教育課
0548-53-2645

• 具体的な仕様等は、令和７年度より始まる「制服のデザイン選考委員会（仮）」にて検討します。
• 詳しいスケジュールについては、「選考委員会（仮）」で決定する予定ですが、早くても令和10
年度新入生以降の導入になると考えています。

対象 回答数 平均点

児童 542人 2.73点

生徒 792人 2.71点

高校生 479人 3.07点

保護者・地域 595人 3.15点

教職員 1９０人 2.92点

参加者数

こども会議 ８人

牧之原市PTA連絡協議会 のべ４６人

学校運営協議会 ３２人

生徒指導部会（教職員） 14人

養護教諭部会（教職員） 1４人

コンセプト①

選べる
コンセプト②

経済的
コンセプト③

デザイン性

⚫ 多様な価値観に対応
できるように

⚫ 気温に応じた調整が
できるように

⚫ 成長に応じて買い換
えられるように

⚫ 進学時の負担が過度
にならないように

⚫ 中学生としての誇り
をもてるように

⚫ 集団の一員という誇
りをもてるように

質問「中学校における制服の必要性は？」
４：必要 ３：どちらかといえば必要
２：どちらかといえば必要なし １：必要なし

（中央値２．５）




